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                   フレームリレーデータ網（ＦＲＤＮ）／ＰＶＣ 

                   －ＬＡＮ間中間システム用プロファイルの概説 

 

 

＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関係 

（１）本標準は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ１００００で規定される国際標準プロファイル（ＩＳＰ）の分類法（タ 

クソノミ）に基づき、ＯＳＩ環境でのフレームリレーデータ網（ＦＲＤＮ）／ＰＶＣを介してコネクション 

レス型ネットワークサービスを使用するエンドシステム間通信を中継する場合の下位層プロファイル（レイ 

ヤ１～３）を規定した標準（ＪＳ－１０６１３－ｂ）に対する概要を記述したものである。 

 

２．上記国際勧告に対する追加項目等 

  なし 

 

３．改版の履歴 
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れます。 
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2. プロファイル体系

2.1 サブネットワーク識別子

この標準で規定するプロファイルは、コネクションレス型ネットワーク層で中継する

二つのサブネットワークの対を単位として規定する。このサブネットワークを識別する

ためのサブネットワーク識別子（SNid）は、通信種別により図２に示すように分類され

る。

なお、この分類体系は、ISO/IEC TR10000に記述されている下位４層の分類体系に準

拠している（ただし、422，4221のみISO/IEC TR10000では定義されていない）。図２に

おいて網掛けした部分が、実際に定義されているSNidに対応する番号を表しており、そ

の他のネストの部分はプロファイル番号の各桁の意味づけを説明している。

2.2 ＲＡＪプロファイル番号形式

ＲＡＪプロファイル番号は、中継する二つのサブネットワーク識別子の対で表記する。

次に、ＬＡＮ－ＬＡＮ接続形態とＬＡＮ－ＷＡＮ接続形態におけるＲＡＪプロファイル

番号形式を示す。

(1) ＬＡＮ－ＬＡＮ接続プロファイル番号形式

プロファイルＲＡｎｎ．ｍｍＪ

日本でのプロファイルであることを表す

識別子

ＬＡＮのサブネットワーク識別子

ＬＡＮのサブネットワーク識別子

例：ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮとＦＤＤＩ ＬＡＮ間の中継プロファイル番号構成

プロファイルＲＡ５１．５４Ｊ

ＦＤＤＩ ＬＡＮを示すサブネットワーク識別子

ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮを示すサブネットワーク識別子

(2) ＬＡＮ－ＷＡＮ接続プロファイル番号形式

プロファイルＲＡｎｎ．ｍｍｍｍＪ

日本でのプロファイルであることを

表す識別子

ＷＡＮのサブネットワーク識別子

ＬＡＮのサブネットワーク識別子

例：ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮとＰＳＤＮ間の中継プロファイル番号構成

プロファイルＲＡ５１．１１２ １Ｊ

ディジタル専用線経由ＰＳＤＮを示す

サブネットワーク識別子

ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮを示すサブネットワーク識別子
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3. プロファイル一覧

標準ＪＳ－１０６１３－ｂで規定するプロファイルは、現時点では対応する国際標準プ

ロファイル（ＩＳＰ）もしくはＩＳＰ原案が無く、次のように日本先行規定プロファイル

である。

表１ 日本先行規定プロファイル一覧

プロファイル名 内 容

RA51.61221Jプロファイル CSMA/CD～ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ中継

RA53.61221Jプロファイル ﾄｰｸﾝﾘﾝｸﾞ～ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ中継

RA54.61221Jプロファイル FDDI～ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ中継

注:(財)情報処理相互運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）が開発する実装規約との整

合性を確保したプロファイルである。

4. 標準ＪＳ－１０６１３－ｂの規定

標準ＪＳ－１０６１３－ｂの各プロファイルの規定にあたっては、項目毎の規定を複数

のパートに分けて記述し、これらのパートの組合わせによって一つのプロファイルの規定

を構成している。

なお、各プロファイルの規定は、次の二つの規定部で構成している。

(a) ＩＳＰ規定部

次のＩＳＰもしくはＩＳＰ原案の規定を記述する。

ただし、日本先行規定プロファイルの場合、このＩＳＰ規定部は存在しない。

ＩＳＰ規定部 ＩＳＰもしくはＩＳＰ原案

パート１ ISO/IEC ISP 10613-1:1993

パート２ ISO/IEC ISP 10613-2:1993

パート３ ISO/IEC ISP 10613-3:1993

パート４ ISO/IEC ISP 10613-4:1994

パート10 ISO/IEC DISP 10613-10:1994

(b) 追加規定部

ＩＳＰもしくはＩＳＰ原案に記述されていない追加規定及び先行規定を記述する。

ただし、これに該当する規定がない場合は追加規定部は存在しない。
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5. ＪＳ－１０６１３に関連する標準の構成

5.1 ＪＳ－１０６１３に関連する標準の構成

ＪＳ－１０６１３に関連する標準の全体構成を図３に示す。

概説標準（JS-10613-a）

規約標準（JS-10613-b）
規約編のパートｍの

パート１
一般的な構成

パート１Ｊ
本文

パート２ Ｉ
（ＩＳＰ規定記述）

パート２Ｊ Ｓ
付属書Ａ

パート３ Ｐ規
ＩＰＲＬ

パート３Ｊ 定
付属書Ｂ

パート４ 部
その他

パート４Ｊ
本文

パート１０ 追
（追加規定記述）

パート１０Ｊ 加
付属書Ａ

パート２０７Ｊ 規
ＩＰＲＬ

パート２１７Ｊ 定
付属書Ｂ

JS-10613-b補遺 部
その他

概要

ＣＬＮＰ

Ⅰ ＥＳ－ＩＳプロトコル
Ⅰ－基本標準解説部

イントラドメイン
ＩＳ－ＩＳプロトコル

ＩＤＲＰ

ＣＬＮＰ

Ⅱ ＥＳ－ＩＳプロトコル
Ⅱ－規約標準解説部

イントラドメイン
ＩＳ－ＩＳプロトコル

ＩＤＲＰ

図３ ＪＳ－１０６１３に関連する標準の全体構成
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表２ 各パートと関連プロファイル番号の対応

サブネットワーク間中継パート
共通又は

CSMA/CD トークンリング FDDI
固有パート

(SNid51) (SNid53) (SNid54)

中継機能 １／１Ｊ

ＬＡＮ ２／２Ｊ

CSMA/CD ３／３Ｊ
(SNid51)

ﾄｰｸﾝﾘﾝｸﾞ １０／１０Ｊ
(SNid53)

FDDI ４／４Ｊ
(SNid54)

ＷＡＮ

FRDN(PVC) ２０７Ｊ ２１７Ｊ ２１７Ｊ ２１７Ｊ
(SNid61221) RA51.61221J RA53.61221J RA54.61221J

(SNidxx)；サブネットワーク識別子 RAnn.mmmmJ；ＲＡＪプロファイル番号

ＪＳ－１０６１３－ａ
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付録Ⅰ プロファイルの見方

Ⅰ．１ プロファイルの構成

フレームリレーデータ網（ＦＲＤＮ）／ＰＶＣ－ＬＡＮ間中間システム用プロファイルは、プロファイルの適

用形態、プロファイル番号の付与例、プロファイル構成、規約の構成等を記述する概説標準である本標準（ＪＳ

－１０６１３－ａ）と、プロファイルを構成する各規定パートを記述する規約標準（ＪＳ－１０６１３－ｂ）か

ら構成される。

プロファイルの構成はマルチパート構成となっており、「４． 各プロファイルの規定」ではパート構成を以

下のような構成図（付図Ⅰ－１／ＪＳ－１０６１３－ａ）で表している。

マルチパート構成では、項目毎の規定を複数のパートに分けて記述し、これらのパートの組み合わせによって

一つのプロファイル規定を構成する。

外枠の「ＲＡｎｎ．ｍｍｍｍＪプロファイル」がプロファイル番号を表しており、プロファイル番号の「ｎ

ｎ」及び「ｍｍｍｍ」は「２． プロファイル体系」で説明されるサブネットワーク識別子から付与される。こ

こで、「ｎｎ」はＬＡＮのサブネットワーク識別子であり、「ｍｍｍｍ」はＷＡＮのサブネットワーク識別子で

ある。

プロファイル構成図内のプロファイル規定部は二つの規定部からなり、左側がＩＳＰ規定部で右側が追加規定

部である。

ＩＳＰ規定部とはＩＳＰもしくはＩＳＰ原案の規定を用いる規定パートの集合であり、付図Ⅰ－１／ＪＳ－１

０６１３－ａの「パートＰ」及び「パートＱ」がこれにあたる。

追加規定部とはＩＳＰもしくはＩＳＰ原案に記述されていない追加規定及び日本先行規定を記述した規定パー

トの集合であり、付図Ⅰ－１／ＪＳ－１０６１３－ａの「パートＰＪ」、「パートＱＪ」及び「パートＲＪ」が

これにあたる。

ＲＡ５１．６１２２１Ｊ、ＲＡ５３．６１２２１Ｊ及びＲＡ５４．６１２２１Ｊプロファイルにおいては、パ

ート１、パート１Ｊ、パート２、パート２Ｊ、パート３、パート３Ｊ、パート４、パート４Ｊ、パート１０及び

パート１０Ｊを除く他のパートが日本先行規定となるため、これら日本先行規定パートに対するＩＳＰもしくは

ＩＳＰ原案は存在せず、全てが追加規定部のパートとなる。

また、付図Ⅰ－１／ＪＳ－１０６１３－ａの網掛けで示される規定パート（パートＲＪ）は、プロファイルを

構成する各規定パートの組み合わせを定義するプロファイル定義パートである。

Ⅰ．２ プロファイルの見方

ここでは、フレームリレーデータ網（ＦＲＤＮ）のプロファイルに限らず、一般的なＲＡプロファイル（ＬＡ

Ｎ－ＷＡＮ接続）の見方について記述する。

まず最初に、２章のプロファイル体系の中から自分が知りたい中間システムプロファイルのＬＡＮとＷＡＮ両

方のサブネットワーク識別子を確認する。例えば、ＬＡＮがＣＳＭＡ／ＣＤで、ＷＡＮがフレームリレーデータ

網（ＦＲＤＮ）のＰＶＣにおけるＴＥ１／ＴＥ１動作の間を中継するシステムのプロファイル規定を知りたい場

合には、「図２ サブネットワーク識別子」からＬＡＮとＷＡＮ両者のサブネットワーク識別子を調べることに

より、知ろうとするプロファイルがＲＡ５１．６１２２１Ｊプロファイルであることを確認できる。次に、パー

ト構成図（付図Ⅰ－１／ＪＳ－１０６１３－ａ）から、知ろうとするプロファイルを構成する規定パートを知る

ことができる。プロファイルを構成する各パートの定義やプロファイル全体の規定範囲を知りたい場合には、規

約標準（ＪＳ－１０６１３－ｂ）においてプロファイル定義パート（付図Ⅰ－１／ＪＳ－１０６１３－ａの網掛

け部分パートＲＪ）の内容を参照することにより、これらの情報を得ることができる。例えば、ＲＡ５１．６１

２２１Ｊプロファイルではパート２１７Ｊがプロファイル定義パートにあたる。

さらに、プロファイルを構成している各規定パートの詳細を知るには、規約標準の各規定パートを参照すれば

よい。

ＪＳ－１０６１３－ａ
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(9)「～を推奨する」

規約標準及び規約標準補遺の規約標準解説部における「～を推奨する」という表現は、基本標準（参照規

約）の中で「規定されていない項目」や「オプション規定項目」となっている項目に対し、規約標準におい

て「推奨する」ことを表している。推奨項目の実装もしくは動作は必ずしも必要ないが、これを実装もしく

は動作させることにより、中間システムはより優れた動作環境を提供する。

(10)「～を強く推奨する」

規約標準及び規約標準補遺の規約標準解説部における「～を強く推奨する」という表現は、基本標準（参

照規約）の中で「規定されていない項目」や「オプション規定項目」となっている項目に対し、規約標準に

おいて「推奨する」だけでなく、より強いニュアンスでの推奨を表している。推奨項目の実装もしくは動作

は必ずしも必要ないが、これを実装もしくは動作させることにより、同じ環境にあるシステムどうしにおい

て、より円滑な通信環境を提供する。

(11)ＴＡＪプロファイル

「ＴＡＪプロファイル」とは、日本におけるＴＡプロファイル（コネクションレス型ネットワークサービ

ス上でトランスポートプロトコルクラス４のみを実装するプロファイルの総称）を意味し、国際標準プロフ

ァイル（ＩＳＰ）準拠のプロファイルと、日本先行規定プロファイルが存在する。ＴＡＪプロファイルは、

（財）情報処理相互運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）より、ＯＳＩ下位層ＴＡＪ実装規約として発行されている。

なお、（社）情報通信技術委員会（ＴＴＣ）からは、ＴＡＪプロファイルのうちフレームリレーに関するプ

ロファイルが国内標準ＪＳ－１０６０８－ｂとして発行されている。

(12)ＲＡＪプロファイル

「ＲＡＪプロファイル」とは、日本におけるＲＡプロファイル（コネクションレス型ネットワークサービ

スを使用するエンドシステム間通信を中継するためのプロファイルの総称）を意味し、国際標準プロファイ

ル（ＩＳＰ）準拠のプロファイルと、日本先行規定プロファイルが存在する。ＲＡＪプロファイルは、

（財）情報処理相互運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）より、ＯＳＩ中継ＲＡＪ実装規約として発行されている。

なお、（社）情報通信技術委員会（ＴＴＣ）からは、ＲＡＪプロファイルのうちフレームリレーに関するプ

ロファイルが国内標準ＪＳ－１０６１３－ｂとして発行されている。

(13)ＲＴＪプロファイル

「ＲＴＪプロファイル」とは、ＷＡＮ上のＴＣＪ／ＴＤＪプロファイル実装のエンドシステムと、ＬＡＮ

上のＴＡＪプロファイル実装のエンドシステムとを中継するためのトランスポートゲートウェイに関するプ

ロファイルの総称で、日本独自のプロファイルである。ＲＴＪプロファイルは、（財）情報処理相互運用技

術協会（ＩＮＴＡＰ）より、トランスポート層中継実装規約として発行されている。

(14)ＲＤＪ／ＲＳＪプロファイル

「ＲＤＪプロファイル」及び「ＲＳＪプロファイル」とは、両方ともＭＡＣブリッジに関するプロファイ

ルで、「ＲＤＪプロフィル」は日本におけるＲＤプロファイル（スパニングツリーアルゴリズムにより経路

情報のやりとりが可能な、トランスペアレントブリッジをサポートするＭＡＣブリッジに関するプロファイ

ルの総称）を意味し，国際標準プロファイル（ＩＳＰ）準拠のプロファイルと、日本先行規定プロファイル

が存在する。一方「ＲＳＪプロファイル」は，ブリッジ間において経路情報のやりとりを行わないＭＡＣブ

リッジに関する、日本独自のプロファイルである。ＲＤＪ及びＲＳＪプロファイルは、（財）情報処理相互

運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）より、それぞれＯＳＩ中継ＲＤＪ／ＲＳＪ実装規約として発行されている。

(15)ＵＡグループ

ＵＡグループとは、複数存在するＵＡプロファイルの集合体を表す。ここでＵＡプロファイルとは、コＵ

Ａグループとは、複数存在するＵＡプロファイルの集合体を表す。ここでＵＡプロファイルとは、コネクシ

ョンレス型ネットワークサービス上において、ＩＳＯ／ＩＥＣ ８６０２コネクションレス型トランスポー

トプロトコルによるコネクションレス型トランスポートサービスを提供するためのトランスポートプロファ

イルの総称を意味する。

(16)アドレス体系実装規約

「アドレス体系実装規約」とは、ネットワークアドレスの形式を規定した規約であり、（財）情報処理相

互運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）より発行されている。

ＪＳ－１０６１３－ａ








	　　



